
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び

第
四
十
一
条
の
八

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二

号
及
び
第
四
十
一
条
の
十
一
第

五
号

第
四
十
一
条
の
九

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
九

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
一
条
の
十

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
十

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
三
号
又
は
第
四
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号

第
四
十
一
条
の
五
第
三
項

第
四
十
一
条
の
三

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三

第
四
十
一
条
の
五
第
四
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号

第
四
十
一
条
の
七

第
四
十
一
条
の
三
第
一

項
各
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号

第
四
十
一
条
の
九
第
一
号

第
四
十
一
条
の
三
第
二

項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
四
十
一
条
の
九
第
二
号

第
四
十
一
条
の
五
第
一

項
又
は
第
四
項

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
項

第
四
十
一
条
の
十
一
第
二
号

第
四
十
一
条
の
五
第
一

項

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
三
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号

第
四
十
一
条
の
十
一
第
三
号

第
四
十
一
条
の
五
第
四

項

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
五
第
四
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
一
号
又
は
第
二
号

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号

第
四
十
一
条
の
十
一
第
四
号

第
四
十
一
条
の
六

第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
六

第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び

第
四
十
一
条
の
八

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二

号
及
び
第
四
十
一
条
の
十
一
第

五
号

第
四
十
一
条
の
九

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
九

第
四
十
一
条
の
四

第
四
十
一
条
の
十

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
十

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
三
号
又
は
第
四
号

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号

第
四
十
一
条
の
五
第
三
項

第
四
十
一
条
の
三

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三

第
四
十
一
条
の
五
第
四
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第

二
号

第
四
十
一
条
の
七

第
四
十
一
条
の
三
第
一

項
各
号

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号

第
四
十
一
条
の
九
第
一
号

第
四
十
一
条
の
三
第
二

項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号

第
四
十
一
条
の
九
第
二
号

第
四
十
一
条
の
五
第
一

項
又
は
第
四
項

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
項

第
四
十
一
条
の
十
一
第
二
号

第
四
十
一
条
の
五
第
一

項

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項

第
四
十
一
条
の
二
第
二

項
第
三
号

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号

平成™›年š月™Ÿ日 水曜日 (号外第�˜号)官 報

（
告
示
）

第
四
十
一
条
の
十
一

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
十
八
条
第
二
項
の
認
定
を
し
た
と
き
。

二

第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
の
変
更
の
認
定
（
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の

に
限
る
。）を
し
た
と
き
。

三

第
四
十
一
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
あ
つ
た
と
き
。

四

第
四
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

五

第
四
十
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
八
条
第
二
項
の
認
定
を
取
り
消
し
、
又
は
適
性
診
断
に
係
る
業
務

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
中
「
認
定
す
る
講
習
」
を
「
告
示
で
定
め
る
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
（
以
下
単
に

「
講
習
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
四
十
一
条
の
二
か
ら
第
四
十
一
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
」
と
、「
適
性

診
断
」
と
あ
る
の
は
「
講
習
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
第
八
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
四
の
見
出
し
中
「
研
修
」
を
「
講
習
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
運
輸
監
理
部
長
又
は
運
輸
支

局
長
か
ら
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
研
修
を
行
う
旨
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
運
行
管
理
者
に
当
該
研
修
」
を
「
国

土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
運
行
管
理
者
に
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
講

習
で
あ
つ
て
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
も
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

死
者
若
し
く
は
重
傷
者
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
第
五
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
傷
害
を

受
け
た
者
を
い
う
。）が
生
じ
た
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
事
業
用
自
動
車
の
運
行
を
管
理
す
る
営
業
所
又
は
法
第

四
十
条
（
法
第
四
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
処
分
（
輸
送
の
安
全
に

係
る
も
の
に
限
る
。）の
原
因
と
な
つ
た
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
営
業
所
に
お
い
て
選
任
し
て
い
る
者

二

運
行
管
理
者
と
し
て
新
た
に
選
任
し
た
者

三

最
後
に
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
を
受
講
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
を
経
過
し
た
者

第
四
十
八
条
の
四
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
四
十
一
条
の
二
か
ら
第
四
十
一
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
」
と
、「
適
性

診
断
」
と
あ
る
の
は
「
講
習
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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